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植物を支え、植物も元になる土の奥深さ
～生物多様性の複雑さ～





出典：https://hbh.center/02-issue_02/



土の元となる岩も長い年月をかけて循環している

出典：
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土と字はつくけれども、鉱物であり、土の材料の一つである粘土

https://www.yanmar.com/jp/agri/agri_plus/soil/articles/04.html
https://www.geolab.jp/documents/science/science-074/



微生物の多様性

10ｇの土に1万種類、100億の微生物がいるともいわれている

目に見えない生物多様性が、目に見える生物多様性を支えている



土の中の物質の多様性

人間が化学構造を把握できたのは腐植土に含まれている数十万種類（それでも
たった数％）でしかないと考えられている。

土のなかにある化学物質は、あまりわかっていないらしい・・・・



目に見える範囲の生物多様性が失われると・・・

目に見える範囲だけでも、複雑で人間にはなかなか理解しきれないけれど、
目に見えないさらに複雑で小さな世界「土の中」のことはもっとよくわからない。

目に見える生物多様性（植物や動物が織りなす）が損なわれると、目に見えな
い世界の生物多様性にも大きな影響があると考えられている。
→大きな変化でなにか悪影響があるかもしれない・・・
→でも、人間は土をつくることはできない・・・



様々な階層で共生、競合、競争といった相反することがらが複雑に絡んでいる生態
系という生きたなシステム

多種多様な生き物、物質、エネルギーの間での循環・関係性をどう理解できるのか？

持続可能で人間が豊かに暮らしていけるためには？生物多様性をどう考えていけばよ
いのか？


